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８月１日、経済部営農販売課では、昨年

に引き続き、冷凍食品メーカーの株式会社

ファンデリーさんとの事業連携によるコ

ラボ商品の第３弾を開発。発売を開始しま

した。 

今回、特産物の「京おくら」を食材に使

用した冷凍食品（商品名：京の夏を粘り強

さで味わう 夏バテ知らずの麻婆夏野菜豆

腐）を、インターネットの公式サイト「旬

をすぐに」https://shunsugu.jp/で発売し

ています。 

 

 

株式会社ファンデリーさんは、栄養士による

日本初の宅配サービスや健康食品の通信販売な

ど各種事業を展開されています。 

今回、同社が２０２０年に国産食材を１０

０％使用し、旬の美味しさを提供する食事サー

ビス「旬をすぐに」で、ＪＡと２年目の事業連

携によるものです。 

 

８月１０日、営農販売課では、岩倉支店（旧花背支店）管内

の久多地域で栽培している京都限定の酒造用原料米「京の輝き」

栽培ほ場で生育調査を行いました。 

今年は、６月中旬から降雨量が多く、日照不足などにより生

育が緩やかに進み、「いもち病」が発生するなど影響が心配され

ていましたが、生育は順調に進み、「いもち病」においても被害

は拡大せず順調に生育していました。高品質な「京の輝き」が

期待されます。 

 

―ＴＡＣ information―  



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

８月１日より、京都駅前地下街のポルタにある全農京都府本部が運営す

る「みのるダイニング」京都ポルタ店に期間限定メニュー【季節の膳】に

「京都茄子」と「京おくら」が使用されています。８月１日から３１日ま

で同ダイニングで提供されていますので、是非、ご来店ください。 

８月２５日（金曜日）１０時３０分からは、みのりカフェ前にて販売促

進会も開催致します。 


